
長崎県地学会誌 第 16号 (1971)

は  じ め  に

道ばたの草本にしても,名 まえを知っていると,

その草本に大変親しみを覚えるものですc

「 あのキンモクセイはもうすぐ黄色の花を咲か

せ, なんともいえぬ香を漂わせてくれるにちがい

ないc」 とか「 カタバミの花をよく見ると,なか

なか可憐だなあ。」とか。

何事によらず,名 まえを憶えることはそのもの

に親しみを感じ, 自然になじむ気持ちを育てる第

一歩となるものです。

ところ■ “私たちの身のまわりにはどんな石

ころがあるのだろうかc "

“私たちの住んでいる土地は, どんなにしてでき

たのだろうか。"と いった問いかけに子 ども達は

戸惑いを感 じるのではないでしょうか c

そこ■ 少しでもそのような疑間の解決に役立て

てるために昭禾日45年度に岩石園を設置 しま した。

なるべく学習 した岩石と択SILの岩石 (郷土 とい

うのは,小学校では遠足とか校外指導に行く場所

ぐらいが適当とい うこと )と を結びつけて,郷土

に親 しみをもつために,長崎市周辺の岩石を採集

した。

岩石園はともすれば「 分類園Jであったり,

「 鑑賞園」であったり,「 岩石と鉱物」の単元の

ためだけにつくられたりしがちであるが,地質に

関する多様な教材内容が総合的に指導できるよう

配慮したc

岩 石 園 の 構 造

ヨウ岩
カザンダン

岩石 コーナ ー

岩石 園の活用 についで
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上記の岩石のほか

頁岩などくずれ易いもの

川原の石ころ
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流水実験場



3 学習 内容

新しく示された学習指導要領の内容のうち,岩

石園で活用できる項は次のようになっています。

<第 1学年>
石

・石の色,形,大きさ,かたさ,手ざわ りなど

の違い。

・石の色,模様・ 手ざわりなどの類似性。

<第 2学年>
雨と地面の様子との関係

・雨の降 り方による地面を流れる水ゃたまり方

の違いc

・雨水の流れ方,た まり万,地面の様子の変イヒ。

・雨水の地中にしみ込んだり,か わいたりする

様子。

く第 3学年>

土の性質

<第 4学生>

川原の様子と流水の関係

・ 川上 と川下例 ‖原の様子の違い

・ 川原の石ゃ砂と流水との関係

・ 流水の速さゃ水量 と流される石ゃ砂の 大きさ

ゃ量 との関係

・ 流水のはた らきによる川岸,海辺の変イヒ。

く第 5学年>

地層と流水

・ 地層の重な り方,厚 さ,広がり,含有物など

による土 llLのつくりの特徴。

・ 地層の生成と流水のはたらきとの関係。

o地下水の通り方 と地層のつくりの関係。

く第 6学年>

火山

・ 火山活動でできた岩石や土地 と,堆積によっ

てできた岩石ゃ土地との違い。

・ 地下の様子と火山の噴出物,温泉の関係。

o火成岩の特徴

・ 堆積岩の成因

4 岩 石 園づ く りとそ の利 用上 留 意
す る こ と

岩石園の種類は         |

廷園型 {鳥
目敢図型

石延型
(竜安寺型 )

野墨陳{I繁塾
{

陳列棚型 (ひなだん )
ブ●ック型

そのほかに,客間型,五輪マーク型,散策型

(さ りげな く,あ ちこちの本蔭 ,こ ちらの道端 )

アメーバ型……

いろいろな型がありますが,静かな岩石 (標本 と

しての )を なるべく動的にするために,プ ロック

型にした。

土井首小学校では,下 図のように岩石の山ばか

りにつくったが,仁田小学校では流水実験場をも

うけた:。

西彼柏変成岩地帯を控ぇてぃるので,変成岩も

配置 した。岩石の名称は必ず しも必要でないとい

う考えが あるけれ ども,「 どうも,こ れは花こぅ

岩のようだが,なんという石かなJ「火山だんの

横にある石は,きれいなもようが あるけれど,な

んというのかなあJと いった要望にたいして,岩

1.よ う岩   2.黒雲母安山岩
4.玄武岩   5.変朽安山岩
7.緑色片岩  8.黒色片岩
10.じ ゃもん岩 11.石墨片岩

13.か こう岩  14.紅れん片岩
(堆積岩は配列していない。)

3.り ゅうもん岩

6。 角閃石安山岩

9。滑石片岩

12.はんれい岩
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石の名称を記入 したコーナーをもうけた。 (岩石

のところには番号のみをつけておいた )

地質断面図は ,地下の部分の複雑さをそのまま

再現することはできない し,動的な地下であるか

ら ,結論めいた説明を避け ,児童が自由に考える

ようにした。 (時 々をま塗 りかえた方がよい )

f_R学年 o「 なんかなあ,こ れは池かな……」

鋳Fか ざんの通 じゅん

しまもよう。,…・はたけ

赤………………り||

みずいろ・・……・・空 J

尚学年・ Fははあ, これ′がマグマで……J

・「 土
の甲のよぅすをあらわしている。

しまもよう!まま鵬そうで・・・… J

発達段階に応 じて子ども達なりに説明図を受け取

っているようです。

岩石の間はFしばふ 」とか「 自然の土Jと か

「
コケJな どいろいろ考えられるが,コ ンクリー

トではめ込んでも,な かなか感 じがでるものてす。

勿論,はめ込みもできるようにしたい。

岩石コーナーについては土井首小学校では火成

岩,堆 積岩,変成岩のコーナーをもうけたが,そ

のほかに上流・ 中流・ 下流の石ころとかに区切っ

てコーナーがもうけられる。

しかし,仁田小学校では, 1生生がFいろいる

な石 」あつめに学習できるよう1っのコーナーに

まとめた。場所が広くとれたので,一学級全員が

同じ実験をすることができる。

上流・ 甲流・下流の石ころは流水の実験をする

ところに標本としておいている。

「 雨水の流れ J の実験では,川が流れている
ところの土は自由においているので,山をつくっ

参 考 文 献

たり,池 をつ くったりしてジョロなどを使って実

験できる。

「 川の流れJの実験では,砂 をおいて実験する

と,石ゃ砂の大きさや量と流速,水量との閲係が

よりわかり易くなる。

砂をおいて実験 した結果,流されて堆積 したと

ころを縦に切 りとり,そ の断面を観察すると土と

砂の層が見分けられ,子ども達も「 こんなにして

地層ができるんだなあ。 Jと 模式的にとらえるこ

とができた。 (たまった水をとり除き, しばらく

してから切りとった方が土と砂の層が崩れにくく

観察に適する )

岩石園へ連れて行けは,そ こで―パツですむと

い うものでなく,岩石園の性格を充分rCく み取っ

て指導することが大切と思います。

①室内の標本

②岩石園

③自然界

①,⑫、 Oは それぞれ質においても量において

も違ったものであり,そのことを前提 として,そ

れぞれの4寺質を生かして指導することが望まれノる

でしょう。

5 結  び

岩石園づくりには,本校の先生方がお忙しい時

間をさいて協力して下さって,大変意義あるもの

となりました。

さいごに,長大の鎌田先生,理科教育センター

の山本先生,栄岩先生には適切な御指導をいただ

きましたことを深く感謝致します。なお,今後さ

らに改二していく御示唆をもいただき,こ れから

の研究課題といたしたいと唐、っております。

「 岩石園問答 J

(第 4ち )

「 岩石園の設置と活用について」 (長崎県理科教育センター)
F岩石園の作り万J(大日本図書)    「 長崎県地学会誌」
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なお克集岩石の種類・産地・ サイズについては下記のようなものです。

よ う 岩 (佐賀県竹崎火山 )
火 山 弾 ( 〃  〃 )
火 山 弾 (五島,鬼岳 )
流 紋 岩 (西彼二股,大崎半島 )
角閃石黒雲母安山岩 (島原 焼山 )

檄機石玄武岩 (茂本,千鳥 )

変朽安山岩 (赤迫 )

石墨絹雲母片岩 (西彼・ 長浦 )

黒色片岩 (長崎・ 深堀 )

緑色片岩  (長崎・ 土井首 )
滑石片岩  (西彼・ 開拓道路 )
紅れん片岩 (西彼・ 松 ノ迫 )

変質斑れい岩 (平山 )

輝 緑 岩 (三禾町
‐
・蚊焼 )

蛇 紋 岩 (三和町・ 布巻 )
花こう岩  (茂本 )
礫  岩  (茂木 )
砂  岩  (茂木・ 香焼 )
石  英  (西彼・ 雪ノ浦 )

この原稿は昭禾口46年 2月に受理したものです。会誌 15号発刊の直後だったので掲載が遅くなりま
した。学石園は昭和 45年度に完成されたものです。

―
≪ 地 学 会 記 事 ≫

044-11-15(土 )

松本ィ正大博士の講演会 (ヒ ンズークシの旅 (西パキスタン)」

場所    長崎西高等学校視聴覚教室
参/」E人員  約 5o名

046-6-20(日 )

スライ ト研究会

発表者 山口修弘

西村暉希

石井哲夫

高嶺忠彦

鎌田泰彦

石川直衛

参カロ人員   37名

単 位 :御   30X20X20

3o× 20× 20

15X25X15

6o× 40X40

40× 3o× 20

4ox40× 60

60× 5oX4o

6o× 50× 25

6o× 50× 3o

60× 5o× 30

50× 4ox3o

40X40× 25

5o× 5o× 3o

4o× 40× 30

50× 40× 30

60× 50× 40

50× 5o× 40

50× 40× 3o

30× 3o× 25

“星の動き
｀

“秋 EIl駒 ケ岳
恥
“ナウマン象化石

｀

“ァポロ 11号′"紹介

“北海道
い

“五島の火山弾 “

“アメリカのふるさと一ニューィングラン ド"

“小ケ倉の地質
｀
“壱岐
｀
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